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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　売上金の金額を入力する入力部と、入金する現金を受け入れる現金受入れ部と、現金の
金種の鑑別及び金種毎の計数を行う鑑別部と、現金取扱機で使用する釣銭準備金を収納す
る釣銭準備金収納部と、前記現金取扱機から回収した売上金を収納する回収箱とを備えた
現金処理装置において、
　前記入力部から入力された売上金の金額を記憶する売上金記憶部と、
　前記回収箱に収納された現金の金額を記憶する回収金記憶部とを備え、
　前記現金取扱機から回収され前記現金受入れ部に投入された現金を前記鑑別部で鑑別計
数して前記入力部から入力された売上金の金額分だけ前記回収箱に収納すると共に、売上
金の金額を超える分の現金を前記釣銭準備金収納部に収納する処理を入金する度に行い、
　前記入力部で締上げの指示を入力すると、前記回収箱に収納された現金を回収金として
確定し、前記回収箱に収納された現金の当該装置からの回収が実行されるまで前記回収箱
への売上金の収納を停止し、
　前記締上げ後、現金取扱機から回収され前記現金受入れ部に投入された現金を前記鑑別
部で鑑別計数して前記釣銭準備金収納部に収納すると共に、前記入力部から入力された売
上金の金額を前記売上金記憶部に記憶させ、前記回収箱に収納された現金の当該装置から
の回収が実行された後、前記売上金記憶部に記憶された売上金の金額分の現金を前記釣銭
準備金収納部から繰り出して前記回収箱へ収納すると共に、前記売上金記憶部に記憶され
た売上金の金額を前記回収金記憶部に記憶させることを特徴とする現金処理装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小売店等においてレジスター等の現金取扱装置から回収した現金、つまり硬
貨及び紙幣の入金処理や締上げ処理及び現金取扱装置の運用時に使う釣銭準備金としての
硬貨及び紙幣の収納処理を行う現金処理装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の現金処理装置として以下に説明するものがある。
　入金の場合、レジスターから回収した売上金の硬貨及び紙幣をそれぞれ硬貨処理機の硬
貨入出金口、及び紙幣処理機の紙幣入出金口に一括投入すると、硬貨処理機では投入され
た硬貨が１枚ずつ分離されて鑑別部に搬送される。
　この鑑別部で硬貨の金種の鑑別、計数が行われ、その後、硬貨は一時保留部に搬送され
て一時保留される。
【０００３】
　一方、紙幣処理機でも、投入された紙幣が１枚ずつ分離されて鑑別部に搬送され、この
鑑別部で紙幣の金種の鑑別、計数が行われた後、紙幣は一時保留部に搬送されて一時保留
される。
　投入硬貨及び投入紙幣がすべて一時保留部に保留されると、硬貨及び紙幣の金額が表示
部に表示され、その表示内容を見て、操作者が確認ボタンを押下すると、一時保留部に一
時保留されている硬貨が硬貨カセットに収納され、一時保留部に一時保留されている紙幣
が紙幣カセットに収納される。
【０００４】
　締上げ時には、締め作業キーの操作や確定ボタンの押下により締上げの指示を行うと、
それまでの合計金額が表示部に表示される。
　そして、金種毎の金額が印字部で伝票に印字されて責任者に渡され、以後、入金が禁止
される。
　このようにして、締上げが行われた後、警送会社（警備会社）の係員による回収時に硬
貨処理機及び紙幣処理機から硬貨カセットと紙幣カセットが抜き取られ、空の硬貨カセッ
トと紙幣カセットが装着されて売上金の回収が行われる（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平６－２６６９６４号公報（段落「００１７」～段落「００２０」、
図２、図３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来の技術においては、締上げを行うと硬貨カセットと紙幣カ
セット内の現金が確定されて回収が行われるまで入金が禁止されるので、締上げを行って
から回収が行われるまでの時間が長いと、入金ができないことによって店舗業務に支障が
生じることがあり、そのため店舗の責任者は警送会社の回収スケジュールにあわせて締上
げを行わなくてはならなくなって、不便になるという問題がある。
【０００６】
　本発明は、このような問題を解決することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そのため、本発明は、売上金の金額を入力する入力部と、入金する現金を受け入れる現
金受入れ部と、現金の金種の鑑別及び金種毎の計数を行う鑑別部と、現金取扱機で使用す
る釣銭準備金を収納する釣銭準備金収納部と、前記現金取扱機から回収した売上金を収納
する回収箱とを備えた現金処理装置において、前記入力部から入力された売上金の金額を
記憶する売上金記憶部と、前記回収箱に収納された現金の金額を記憶する回収金記憶部と
を備え、前記現金取扱機から回収され前記現金受入れ部に投入された現金を前記鑑別部で
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鑑別計数して前記入力部から入力された売上金の金額分だけ前記回収箱に収納すると共に
、売上金の金額を超える分の現金を前記釣銭準備金収納部に収納する処理を入金する度に
行い、前記入力部で締上げの指示を入力すると、前記回収箱に収納された現金を回収金と
して確定し、前記回収箱に収納された現金の当該装置からの回収が実行されるまで前記回
収箱への売上金の収納を停止し、前記締上げ後、現金取扱機から回収され前記現金受入れ
部に投入された現金を前記鑑別部で鑑別計数して前記釣銭準備金収納部に収納すると共に
、前記入力部から入力された売上金の金額を前記売上金記憶部に記憶させ、前記回収箱に
収納された現金の当該装置からの回収が実行された後、前記売上金記憶部に記憶された売
上金の金額分の現金を前記釣銭準備金収納部から繰り出して前記回収箱へ収納すると共に
、前記売上金記憶部に記憶された売上金の金額を前記回収金記憶部に記憶させることを特
徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　このようにした本発明は、締上げ後の入金とその入金された現金の管理を行うことがで
きるので、回収時間に合わせて締上げを行う必要がなくなり、装置の利便性が向上すると
いう効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明による現金処理装置の実施例を説明する。
【実施例】
【００１０】
図１は実施例の概略構成を示すブロック図である。
図において１は硬貨処理機、２は紙幣処理機、３は硬貨（現金）及び紙幣（現金）処理の
ための入力画面や入力された情報等を表示する表示部、４はオペレータが操作するキーボ
ードあるいは表示部２上に配置されたタッチパネル等の操作部、５は装置利用者が入力す
る売上金の金額や売上金として後述する硬貨回収箱（硬貨回収カセット）及び紙幣回収箱
（紙幣回収カセット）に収納された現金の金額と金種毎の累計枚数を売上金内訳情報とし
て記憶する売上金記憶部、６は締上げを行ったときに硬貨回収箱及び紙幣回収箱に収納さ
れた現金の金額と金種毎の枚数を回収金内訳情報として記憶する回収金記憶部、７はこれ
らを含めて現金処理装置全体の動作を制御する制御部である。
【００１１】
　硬貨処理機１は、小売店等のレジスター（現金取扱機）から回収した硬貨を一括して受
け入れる硬貨入金口（現金受入れ部）１１と、この硬貨入金口１１に受け入れた硬貨を１
枚ずつ分離する図示しない分離部と、硬貨の金種等を鑑別すると共に鑑別した硬貨を金種
毎に計数する硬貨鑑別部１２と、この硬貨鑑別部１２で鑑別計数された硬貨を一時保留す
る一時保留部１３と、この一時保留部１３からの硬貨を収納する釣銭用硬貨収納部１４と
、硬貨回収箱（硬貨回収カセット）１５、硬貨出金箱（硬貨出金カセット）１６によって
構成されており、ここで一時保留部１３と、釣銭用硬貨収納部１４と、硬貨回収箱１５、
硬貨出金箱１６は金種毎に分けて硬貨を集積、収納できるように内部が区切られている。
【００１２】
　また、硬貨入金口１１と硬貨鑑別部１２との間には分離部により分離された硬貨を搬送
する搬送ベルト等による搬送路が設けられ、釣銭用硬貨収納部１４と硬貨回収箱１５及び
硬貨出金箱１６との間には、釣銭用硬貨収納部１４から排出される硬貨を硬貨回収箱１５
と硬貨出金箱１６のいずれかに導く振分け手段と、通過する硬貨を金種毎に計数する計数
手段が設けられており、更に硬貨回収箱１５と硬貨出金箱１６は硬貨処理機１に対してそ
れぞれ着脱自在となっている。
【００１３】
　一方、紙幣処理機１は、小売店等のレジスターから回収した紙幣を一括して受け入れる
紙幣入出金口（現金受入れ部）２１と、この紙幣入出金口２１に受け入れた紙幣を１枚ず
つ分離する図示しない分離部と、紙幣の金種等を鑑別すると共に鑑別した紙幣を金種毎に
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計数する紙幣鑑別部２２と、この紙幣鑑別部２２で鑑別計数された紙幣を集積して一時保
留する一時保留部２３と、紙幣回収箱（紙幣回収カセット）２４と、レジスター用の釣銭
準備金として使用する特定金種（例えば、五千円、千円）の紙幣を収納する釣銭用紙幣収
納部１７と、これらの間で紙幣を搬送ベルト等で挟持して搬送する搬送路等を備えている
。
【００１４】
　尚、一時保留部２３には紙幣を繰出す繰出し手段が設けられている。
　また、紙幣回収箱２４は着脱自在とした金庫構造のカセットから成り、この紙幣回収箱
２４に対して搬送路から図示しないブレードにより導かれる紙幣を取り込んで集積させる
図示しない集積手段が紙幣処理機２内に設けられている。
　また、釣銭用紙幣収納部２５は金種ごとに独立したカセットから成り、この釣銭用紙幣
収納部２５にも紙幣の集積手段が紙幣を搬送路に繰出す繰出し手段と共に設けられている
。
【００１５】
　上述した構成の作用について説明する。
　尚、以下に説明する各部の動作は、図示しないプログラム記憶部に格納された制御プロ
グラム（ソフトウェア）に基づいて制御部７により制御されるものとする。
　図２～図５は実施例の作用を示すフローチャートで、各図に示すＳは処理ステップであ
る。
【００１６】
　まず、図２を参照して通常の運用状態での入金について説明する。
Ｓ１：　利用者がレジスターから回収した硬貨及び紙幣を本現金処理装置まで運び、操作
部４で入金の指示を入力して、硬貨を硬貨処理機１の硬貨入金口１１に、また紙幣を紙幣
処理機２の紙幣入出金口２１にそれぞれセット（投入）する。
Ｓ２：　硬貨入金口１１にセットされた硬貨を、１枚づつ分離して搬送路により硬貨鑑別
部１２に搬送し（図１の矢印ａ１）、該硬貨鑑別部１２で金種等の鑑別を行うと共に、金
種毎に計数した後、硬貨一時保留部１３に搬送して（図１の矢印ａ２）一時保留（集積）
する。金種が不明な硬貨や２重送り等の搬送異常が検出された硬貨はリジェクト硬貨とし
て図示しない硬貨リジェクト部に送られ、集積される。
【００１７】
　また、紙幣入出金口２１に投入された紙幣は、１枚づつ分離して紙幣鑑別部２２に搬送
し（図１の矢印ｂ１）、紙幣鑑別部２２で金種等の鑑別を行うと共に、金種毎に計数した
後、紙幣一時保留部２３に搬送して一時保留（集積）する（図１の矢印ｂ２）。金種が不
明な紙幣や２重送り等の搬送異常が検出された紙幣はリジェクト紙幣として搬送路により
紙幣入出金口２１に搬送され、分離中の紙幣とは仕切板等で区切られた出金室に集積され
る（図１の矢印ｂ３）。
【００１８】
　そして、硬貨入金口１１に投入された硬貨及び紙幣入出金口２１に投入された紙幣がす
べて分離され、鑑別，計数等が行われて硬貨一時保留部１３やリジェクト部、紙幣一時保
留部２３や紙幣入出金口２１の出金室に集積されると、硬貨リジェクト部や出金室にリジ
ェクト硬貨、リジェクト紙幣がある場合は、操作者にこれらのリジェクト硬貨やリジェク
ト紙幣の抜き取りを促すメッセージを表示部３に画面表示して、リジェクト硬貨やリジェ
クト紙幣の抜き取りを行わせる。
【００１９】
　このリジェクト硬貨やリジェクト紙幣の処理については再度硬貨入金口１１や紙幣入出
金口２１に投入して、鑑別，計数等を行い、硬貨一時保留部１３や紙幣一時保留部２３に
集積させるか、もしくは操作者が金種、枚数を確認して、その金種、枚数を操作部４で入
力する等の操作を行う。
Ｓ３：　上記の処理によりレジスターから回収した硬貨及び紙幣の金種毎の枚数、金額、
全金種の合計金額が確定すると、それらが表示部３に表示される。
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Ｓ４：　利用者は表示された内容を確認し、レジスターから紙幣と硬貨を回収した際のレ
ジスターから放出された明細票を見て、その明細票に印字されている売上金の金額を操作
部４により入力する。
【００２０】
　入力された売上金の金額は売上金記憶部５に記憶される。
Ｓ５：　続いて、利用者が操作部４により収納の指示を入力する。
Ｓ６，７：　この収納の指示により、硬貨処理機１では硬貨一時保留部１３の硬貨をすべ
て釣銭硬貨収納部１４に送って金種別に収納し（図１の矢印ａ３）、その後前記売上金記
憶部５に記憶されている売上金の千円未満の端数分を釣銭硬貨収納部１４から硬貨回収箱
１５に送って該硬貨回収箱１５に収納する（図１の矢印ａ４）。
【００２１】
　尚、釣銭硬貨収納部１４に収納される硬貨は図示しない計数手段により金種別に計数さ
れ、金種毎の枚数が図示しない釣銭記憶部に既に記憶されている金種毎の枚数に加算され
て記憶される。
Ｓ８，９：　一方、紙幣処理機２では、紙幣一時保留部２３から紙幣を１枚ずつ分離して
搬送路に繰出し、繰出した紙幣を搬送路により紙幣鑑別部２２に送って、紙幣鑑別部２２
により再び紙幣の金種等の鑑別、計数、２重送り等の搬送異常の検出を行う（図１の矢印
ｂ４）。
【００２２】
　その結果、金種不明の紙幣や２重送り等の搬送異常が検出された紙幣はリジェクト紙幣
として搬送路により図示しないリジェクト紙幣収納部に搬送して、そのリジェクト紙幣収
納部内に収納する。
　また、金種が判明した紙幣は売上金記憶部５に記憶されている売上金の千円未満の端数
分を除く金額に達するまで紙幣鑑別部２２での鑑別計数結果に基づいて搬送路により紙幣
回収箱２４に順次搬送し、図示しない集積手段により紙幣回収箱２４内に集積して収納す
る（図１の矢印ｂ５）。
【００２３】
　そして前記金額分の紙幣が紙幣回収箱２４内に収納すると、残りの紙幣は釣銭準備金と
して搬送路により釣銭用紙幣収納部２５に搬送し、金種別に振分けて図示しない集積手段
により釣銭用紙幣収納部２５内に集積して収納する（図１の矢印ｂ６）。
　この釣銭用紙幣収納部２５内に集積して収納する紙幣の金種毎の枚数も図示しない釣銭
記憶部に既に記憶されている金種毎の枚数に加算されて記憶される。
【００２４】
　但し、紙幣一時保留部２３の紙幣をすべて繰出して紙幣回収箱２４内に収納したとき、
その金額が売上金の千円未満の端数分を除く金額に満たない場合は、不足金額分の紙幣を
釣銭用紙幣収納部２５から繰出して紙幣鑑別部２２に搬送し（図１の矢印ｂ７）、紙幣鑑
別部２２で鑑別計数した後、紙幣回収箱２４へ搬送して収納する（図１の矢印ｂ５）。
Ｓ１０：　硬貨回収箱１５及び紙幣回収箱２４に収納した硬貨及び紙幣の金種毎の枚数、
金種毎の合計金額は売上金内訳情報として売上金記憶部５に記憶され、入金処理毎に売上
金の金額と共に加算される。
【００２５】
　また、このとき売上金については、今回の売上金の金額つまり利用者により入力された
売上金の金額は消去（クリア）され、売上金の合計額のみが記憶される。
　尚、本現金処理装置は、必要に応じて釣銭用硬貨紙幣収納部１４及び釣銭用紙幣収納部
２５から釣銭を出金できるものであるが、この釣銭の出金については直接発明と関係がな
いので説明を省略する。
【００２６】
　次に、図３を参照して締上げについて説明する。
Ｓ２１：　硬貨回収箱１５と紙幣回収箱２４に収納された硬貨及び紙幣は、一日のうちの
予め決められた時間に営業店の店長等の責任者が操作部３により締上げの指示を入力する
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ことで硬貨回収箱１５と紙幣回収箱２４に収納された硬貨及び紙幣を回収用の現金として
確定する。
【００２７】
　この締上げでは、現金処理装置内での硬貨及び紙幣の移動は行わず、本現金処理装置の
モードを「運用状態」から「回収待ち状態」に移行し、売上金記憶部５に記憶された硬貨
及び紙幣の金種毎の枚数、金種毎の合計金額、総売上額を回収金の情報として回収金記憶
部６に記憶（コピー）させ、その後、売上金記憶部５から前記売上金内訳情報及び売上金
の合計額を消去（クリア）する。
【００２８】
　次に、図４を参照して締上げ後の回収が行われるまでの回収待ち状態における入金につ
いて説明する。
　この回収待ち状態における入金では、Ｓ３１からＳ３５まで図２で説明した運用状態で
の入金におけるＳ１～Ｓ５と同様の操作、処理を行う。
Ｓ３６：　利用者の収納の指示により、硬貨処理機１では硬貨一時保留部１３の硬貨をす
べて釣銭硬貨収納部１４に送って金種別に収納する（図１の矢印ａ３）。
【００２９】
　一方、紙幣処理機２では、紙幣一時保留部２３から紙幣を１枚ずつ分離して搬送路に繰
出し、繰出した紙幣を搬送路により紙幣鑑別部２２に送って、紙幣鑑別部２２により再び
紙幣の金種等の鑑別、計数、２重送り等の搬送異常の検出を行う（図１の矢印ｂ４）。
　その結果、金種不明の紙幣や２重送り等の搬送異常が検出された紙幣はリジェクト紙幣
として搬送路により図示しないリジェクト紙幣収納部に搬送して、そのリジェクト紙幣収
納部内に収納する。
【００３０】
　また、金種が判明した紙幣は搬送路により釣銭用紙幣収納部２５に搬送し、金種別に振
分けて図示しない集積手段により釣銭用紙幣収納部２５内に集積して収納する（図１の矢
印ｂ６）。
Ｓ３７：　利用者がＳ３４で入力した売上金の金額と、鑑別部１２，２２での計数結果に
基づく売上金内訳情報が売上金記憶部５に記憶される。このとき、今回以前に行われた回
収待ち状態における入金処理のおける売上金の金額が記憶されていれば、その売上金の金
額に今回の売上金の金額を加算、累積され、そして、今回の売上金の金額は消去（クリア
）される。
【００３１】
　このように処理することで回収が確定した現金を収納している硬貨回収箱１５及び紙幣
回収箱２４を用いることなく締上げ後の回収待ちの状態での入金を可能にしており、その
入金も１度のみでなく、繰り返し行うことができる。
　次に、図５を参照して回収について説明する。
Ｓ４１：　警送会社の警送員が操作部４により回収の情報を入力し、締上げにより内部の
現金を確定した硬貨回収箱１５、紙幣回収箱２４を、警送員が持参した空の硬貨回収箱１
５、紙幣回収箱２４と交換して、交換により硬貨処理機１及び紙幣処理機２から抜き取っ
た硬貨回収箱１５、紙幣回収箱２４ごと現金を回収する。
【００３２】
　その際、回収金記憶部２に記憶されている回収金の情報つまり回収する硬貨回収箱１５
、紙幣回収箱２４に収納されている硬貨及び紙幣の金種毎の枚数、金種毎の合計金額、総
売上額が図示しない印字部により明細票に印字され、警送員に放出される。
Ｓ４２：　そして警送員が操作部４により回収終了の情報を入力すると、回収金記憶部２
に記憶されている回収金の情報が消去（クリア）される。
Ｓ４３：　制御部７は売上金記憶部５に記憶された売上金の金額（合計額）を読出し、そ
の金額に基づいて釣銭用硬貨収納部１４及び釣銭用紙幣収納部２５から硬貨回収箱１５及
び紙幣回収箱２４へ移動させる硬貨及び紙幣の金種、枚数を算出する。
【００３３】
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　例えば、売上金の千円未満の端数分については硬貨を移動させるものとし、千円以上の
分については紙幣を移動するものとして、釣銭用硬貨収納部１４及び釣銭用紙幣収納部２
５内に収納されている硬貨及び紙幣の内訳を記憶している図示しない釣銭記憶部の記憶内
容を参照して、金種、枚数を決定する。
　そして制御部７は硬貨処理機１及び紙幣処理機２に対し、それぞれ金種、枚数の情報を
送り、硬貨及び紙幣の移動を指示する。
Ｓ４４：　この指示により硬貨処理機２は前記端数分の硬貨を釣銭硬貨収納部１４から硬
貨回収箱１５に送って該硬貨回収箱１５に収納する（図１の矢印ａ４）。
【００３４】
　また、紙幣処理機２では、千円以上の金額分の紙幣を分釣銭用紙幣収納部２５から繰出
し、繰出した紙幣を搬送路により紙幣鑑別部２２に送って、紙幣鑑別部２２により紙幣の
金種等の鑑別、計数、２重送り等の搬送異常の検出を行う（図１の矢印ｂ７）。
　その結果、金種不明の紙幣や２重送り等の搬送異常が検出された紙幣はリジェクト紙幣
として搬送路により図示しないリジェクト紙幣収納部に搬送して、そのリジェクト紙幣収
納部内に収納する。
【００３５】
　また、金種が判明した紙幣は前記金額分に達するまで紙幣鑑別部２２での鑑別計数結果
に基づいて搬送路により紙幣回収箱２４に順次搬送し、図示しない集積手段により紙幣回
収箱２４内に集積して収納する（図１の矢印ｂ５）。
Ｓ４４：　前記のように釣銭用硬貨収納部１４及び釣銭用紙幣収納部２５から硬貨回収箱
１５及び紙幣回収箱２４へ移動させた硬貨及び紙幣の金種、枚数を売上金記憶部５に記憶
し、装置のモードを「回収待ち状態」から「運用状態」に変更する。
【００３６】
　以上説明した実施例によれば、締上げ後の入金とその入金された現金の管理を行うこと
ができるので、回収時間に合わせて締上げを行う必要がなくなり、装置の利便性が向上す
るという効果が得られる。
　尚、上述した実施例ではレジスターから回収した紙幣の処理を例にして説明したが、レ
ジスター以外の現金取扱機、例えば自動販売機、駐車場等の料金清算機、入場券等の券売
機等における売上金の紙幣を処理することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】実施例の概略構成を示すブロック図
【図２】実施例の作用を示すフローチャート
【図３】実施例の作用を示すフローチャート
【図４】実施例の作用を示すフローチャート
【図５】実施例の作用を示すフローチャート
【符号の説明】
【００３８】
　１　　硬貨処理機
　２　　紙幣処理機
　３　　表示部
　４　　操作部
　５　　売上金記憶部
　６　　回収金記憶部
　７　　制御部
　１１　硬貨入金口
　１２　硬貨鑑別部
　１３　硬貨一時保留部
　１４　釣銭用硬貨収納部
　１５　硬貨回収箱
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　１６　硬貨出金箱
　２１　紙幣入出金口
　２２　紙幣鑑別部
　２３　紙幣一時保留部
　２４　紙幣回収箱
　２５　釣銭用紙幣収納部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】
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